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天 測計 算 に お け る誤 りの 内 容 につ い て
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    Toshiyuki KUNO and Hiroshi YOSHIMURA
 In astro-calculation, it is effective and necessary for the education and instruction for 
students to make clear the steps of the many errors and their contents. The data is the 
same as in a previous paper. We subdivided the calculation into 22 steps, and checked on 
the percentage of error and its contents in detail. 
 As a result, the percentage of error of plural steps in one astro-calculation decreased 
accordingly as cadets were promoted to higher classes. The highest average of the  error is 
shown in azimuth calculation. The error of steps in which they use the Altitude and 
Azimuth Tables decreased with the promotion of school year and according to progress 
in mastering astro-calculation. But we were surprised that they made many errors in 
subtraction, especially in azimuth calculation, and we could see no difference between the 
school years. Subtraction in azimuth calculation has absolutely nothing to do with the rate of 
mastery of astro-calculation.
前報(1)で は天測計算 において,計 算の誤 りが どの
よ うな割合 で発生す るか について報告 したが,そ の内
容 に関 して は,計 算過程を時角,高 度,方 位角の3段
階に大別 して考察 を行 な った.
本報 では各計算段階 を更 に細分 し,誤 りの内容を詳
細 に分類 して考察 を加 え,そ の結果誤 りの発生頻度や
習熟度 との関係な どについて知見を得 たので報告す る.
資 料および整理
資料 は前報(1)と 同 じもので,本 学 部海技 コースの
学 生3ク ラスの各3ケ 年間にわた る天測計算練習 ノー
トによ り,総 数13,305回 の天測計算 結果を用 いた.計
算過程を時角,高 度 および方位角の3段 階に大別 し,
全資料 より各段階 において,正 しい結果 との差 が時 角
で0.3′,計 算高度 で0.6′および方位角では0.2。以上 の
値を示す ものを計算 に誤 りが あるもの として選 び出 し
た.各 段 階は4～10段 階の計算 により構成 されてい る
が,こ れを便 宜上項 目(step)と 名付 けて区別 した.
計算の過程においては,前 の項 目の結果が次の項 目の
計算要素 とな るか ら,あ る項 目で誤 りを生ず るとそれ
以後はすべての項 目で,誤 った結果が生ず る.し か し
いったん ある項 目で誤 りをおか して も,そ の結果をそ
のまま次の項 目の計算要素 とした場合,計 算その もの
は正 しく行 なわれ たか否かについて点検 した.こ のよ
うに して各項 目の誤 りの数を クラス別 および学年別に
集計 し天測計算 回数 との比率 を求 めた.学 年,ク ラス
の区分方法 は前報(1)と 同様であ る.天 測計算 の過程
は米 村表(2)に 従 って細分 して 各項 目を記 号で表 わす
こととしその内容 をTable1に 示 す.な お略号 ・記
号は航海用語集(3)に よ った.
結 果 と 考 察
1計 算過程 はTable1に 示す よ うに22項 目に細
別 され る.従 って1回 の計算 の うちには,た だ1項 目
に おいて のみ誤 りをおか しているものと,複 数の項 目
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Each　step　is　separated　from　1－1　to　III－3　by　means　of　calculating　method
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Fig．　4．　Percentage　of　miscalculation　in　each　section　of　calculating　method．
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　　　　Arabic，　Roman　numerals　and　M　are　based　on　Table　4．
のような簡単な場合は加算（皿一1）と同程度で，習熟
するとそれ以下に減ずる．一方ややまぎらわしい（1
－2，3）では2～3％にまでしか減少しない．加減算
では全般的に学年間の差が小さいが特に（III－3）は3
者ともほぼ同率であり，減算そのものの誤りであるか
ら，天測計算に限らず他の計算においても同様な率で
誤りをおかすものと考えられる．その他のうち（皿一2）
が高率を示し，減少の度合も少ないが，（M－3）は習
熟するに従いほとんど誤りを生じなくなる．全般的に
表引きが最も高率であるから，反覆練習により表に慣
れ，減算を慎重に行い，N，　Sの符号決定を正確に行
なうことにより，大幅な改善が期待できよう．
り発生率が最も高いのは，減算と符号決定の項目が高
率であることに起因する．
　3　表引きは各計算段階とも習熟するにつれて減少
する傾向がみられる．減算は学年による差がほとんど
なく，天測計算の習熟度とは無関係である．
　4　高学年では符号決定や換算の粗雑さと不注意に
より，習熟による誤りの減少を妨げる傾向がある．
　おわりに，種々御協力いただいた鶴洋丸船長阿部茂
夫教授，長崎丸船長矢田殖朗助教授をはじめとし，両
船の乗組員各位，および，練習生諸君に深甚の謝意を
表する．
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